
令和６年度

高齢クラブ活動補助金

実績報告書の記入について

（必ず記入前にお読みください。）

吹田市

１　提出書類について

補助金の実績報告に必要な書類は次のとおりです。

（１）令和６年度 高齢クラブ活動実績報告書

（２）令和６年度 事業報告書（別紙１）
（３）令和６年度 収支決算書（別紙２）
（４）補助対象経費の支払を証する書類
（５）その他（令和６年度高齢クラブ活動補助金精算書）（別紙３）
（６）＜参考資料＞令和６年度高齢クラブ活動補助金事業経費領収書（写し）

　　　　　　　　　及び支払証明書


※提出期限：令和７年４月１１日(金)までに市役所へ提出してください。
２　記入上の注意について
※ 「令和６年度高齢クラブ活動実績報告書」（表紙）は押印不要です。
（１）様式は要領で定められたものです。変更等を行わないようにお願いします。

　　記入例を参考として、各様式に漏れなく記入してください。

（２）様式への記入に当たって、鉛筆・フリクションペン（消せるボールペン）書きは不可です。また、記入誤りの訂正については、「修正液、修正テープ」等の使用は認められません。必ず修正してコピーしたものを提出していただきますようお願いします。
（３）「令和６年度事業報告書」（別紙１）について

「令和６年度収支決算書」（別紙２）の【支出の部】で支出があった活動については、必ず活動実績を記入してください。また、経費のかからない活動についても記入してください。
（４）「令和６年度収支決算書」（別紙２）について

【収入の部】の合計と【支出の部】の合計を一致させてください。
（５）「令和６年度高齢クラブ活動補助金精算書」（別紙３）について

　　　① 補助対象経費は、「令和６年度収支決算書」（別紙２）【支出の部】

　　　　の「小計(ア)」「小計(イ)」及び「小計(ウ)」の合計金額となります。

　　　　※補助の対象となる活動及び経費の事例は３、４ページを、補助の対象とならない経費の例は５、６ページを参照してください。

　　　② 補助対象経費が補助金交付額５７，６００円（会員５０人以上）又は
　　　　３４，５６０円（会員３０人以上５０人未満）を超えていない場合、補助金を返納していただくこととなります。
（６）経費領収書（写し）貼付用紙について

①社会奉仕活動、②教養講座開催活動、③健康増進活動経費ごとに、補助対象経費で使った全ての領収書（写し）又は支払証明書（原本）を、重ならないよう貼付してください。領収書原本は各クラブで保管しておいてください。

　　※　①、②、③で補助金額を超えた分の領収書（写し）又は支払証明書（原本）も提出が必要です。

（７）支払証明書について

領収書が無い支出については、「支払証明書」に記入してください。「支払
　　証明書」は領収書に代わるものです。支払証明書は原本（会長の認印を押し
　　たもの）を提出してください。
　　（※「支払証明書」には領収書の貼付がある支出については記入しないでください。）


※ 各クラブにおいて、補助金に関係する全ての書類（クラブの収支決算関係書類を含む）を「10年間」保管するようにしてください。
４　補助対象とならない経費（補助金では使用できない経費）について
　　補助金では使用することができない経費があり、次のような経費は補助対象外経費となります。収支決算書には「補助対象外経費」欄（小計（エ））に記入してください。
＜補助対象外経費の基本的な考え方＞
① 単なる娯楽事業（親睦会、旅行、忘年会等）及びそれらに供する旅費、飲食費
② 高齢クラブ以外が行う事業にかかる経費

③ その他、社会通念上、対象事業及び対象経費としてふさわしくないと考えられるもの（施設入場料、保険料、福祉バス使用料など本人負担とすることが適正な取扱いであるもの。個人の利益となるような物品等に係る経費。日常生活に常に使用し事業用と区別できないもの）

＜よく見受けられる事例：これらは全て補助対象外ですので注意してください。＞

①飲食関係全般

　　　・店（レストラン、喫茶店等）での飲食代
　　　・スポーツ活動、教養・研修活動での、各活動時に配布する飲料や菓子代
　　　　（おしゃべり会などのサロン的な活動時における飲料や菓子代も同様です。）

・会合・会議時に配布する飲料や菓子代　　　・商品券代
　　　・お弁当代やパン・おにぎりなどの軽食代
　　　　　　　　　　　　※ただし、例外として社会奉仕活動時に配付する清涼飲料水（アルコールは不可）、

地域の絆･声かけ活動(友愛活動）の手土産品として食品（お茶、菓子など）、

教養講座開催活動の「料理講座」開催に伴う食材費は補助対象となります。

　　②各種保険代（福祉バス保険、クラブ活動保険など）
　　③社会見学研修（福祉バス活動など）における施設入場料、拝観料
　　④社会見学研修（福祉バス活動など）におけるロープウェイや乗船代（移動手段
　　ではなく、観光を主とした乗り物代）、旅行会社の行程作成等の企画料


　　⑤スポーツ大会や会合で全員に配布する参加賞を始めとした商品代（トロフィー
　　　は対象です。）日常生活に常に使用し事業用と区別できないもの
　　⑥他団体等への寄附金や募金
　　⑦吹田市高齢クラブ連合会へ支払う分担金・登録料・参加費、活動日誌代、
　　　体力測定ノート代等
　　⑧吹田市へ支払う福祉バス使用料
　　⑨補助対象となる活動（社会奉仕活動、教養講座開催活動、健康増進活動）以外の活動に係る経費
　　（クラブの役員会、例会、総会、慶弔費（お見舞金含む）、懇親会等に係る経費は対象外）

５　その他
　（１）前年度繰越金の廃止、他会計繰出金、周年事業積立金への計上
　　　本市は令和３年に包括外部監査を受け、令和４年に「補助金の在り方に関するガイドライン」を制定しました。そこには、「概算払については、経費の性質等を勘案し、概算払により交付しなければ事業の実施が困難であると確認された場合に行うこと。」と記載しています。これに伴い、高齢クラブ活動の収支の性質を鑑み、これまで繰越金として計上してきた留保資金については、補助対象外経費の周年記念事業用などとして他会計へ繰出す帳簿上の処理を行ってください。
　（２）返還金
　　　留保資金を周年事業積立金などの他会計へ繰出した上で、なお今後使用予定のない額が生じ、市へ返還されようとする場合は、当年度補助金額以下の収支差額を記入してください。
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